



















第 271 2 号
昭和 48 年 2 月 28 日




























第 5 章は結言で、 2 章から 4 章までの研究を総括したものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は、金属製錬工程の改良、発展に重要な溶融金属および合金の物性を解明するため、特に密
度と体積膨張係数について研究を行なったものである。
先ず、高温度における融体の密度測定方法として、最大泡圧法を改良し、従来不正確であった融体
の物性値を極めて精確に測定している。
次に、溶融合金の組成と、モル体積との関係が、理想混合からの偏{奇を示すものについて、モル体
積の理想、混合からの偏{奇と混合熱との関係式を提出し、実測値とよく一致することを示して、融体の
結合構造からも、体積膨張係数と混合熱との関係を論じている。
以上は、従来知られている金属融体の物性値を訂正すべき指示を与えている。その成果は、 l 冶金学
上ならび、に工業上貢献するところが極めて大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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